
宮
城
い
ず
み
会 

一
月
例
会 

資
料 

 
 
 
 

二
〇
一
八
・
一
・
一
七 

 

「
君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
」
日
野
原
重
明 

文 

指
導
素
案 

 
 

第
一
次
指
導
（
一
時
間
） 

 

〈
五
区
画
〉
教
科
書
の
四
区
画
の
最
初
を
二
つ
に
す
る
。（
１
君
が
今
、 

・
２
ぼ
ん
や
り
し
て
・
３
君
が
生
れ
た
・
４
ほ
か
の
人
・
５
さ
て
） 

一 

よ
む
（
順
繰
り
読
み
）
五
人 

二 

と
く
（
読
後
感
の
整
理
の
話
し
合
い
・
印
象
の
強
い
と
こ
ろ
） 

 

〇 

題
目 

（
板
書 

君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
） 

 
 

・
伝
え
る
人
は=

日
野
原
さ
ん
・
経
歴
等 

 
 

・
聞
き
手
は
＝
一
二
歳
、
小
学
校
卒
業
を
前
に
し
た
六
年
生 

 

◎ 

ひ
び
き 

 

・
百
歳
過
ぎ
て
も
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
日
野
原
さ
ん
の
生
き
方
と
寿
命 

 

〇 

手
引
き 

 
 

・
各
区
画
を
代
表
す
る
漢
字
二
字
の
言
葉
を
最
後
の
段
落
か
ら
書
き
出
す
。 

三 

よ
む
（
各
自
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
） 

 
 

・ 

１
・
２
は
、
一
緒
に
探
す
。
（
練
習
を
兼
ね
） 

 
 
 
 

（
１ 

寿
命
、
２ 

時
間
、
３
純
粋
、
４
理
由
、
５
奇
跡
） 

五 

よ
む
（
指
黙
読
・
指
音
読
） 

六 

と
く
（
書
き
出
さ
れ
た
語
句
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

〇 

事
実
（
各
語
句
の
相
互
関
係
を
確
か
め
る
）
・
区
分 

 

・
日
野
原
さ
ん
に
と
っ
て
同
じ
意
味
を
持
つ
言
葉
は
何
か
。 

 

・
そ
の
時
間
の
使
い
方
の
決
定
者
は
誰
だ
と
、
日
野
原
さ
ん
は
考
え
た
。 

 

・
君
た
ち
と
同
じ
と
き
．
．
を
生
き
て
い
る
こ
と
に
何
を
感
じ
て
い
る
か
。 

・
奇
跡
だ
と
、
日
野
原
さ
ん
の
百
年
を
考
え
る
と
、
分
か
る
。
（
補
説
） 

・
日
野
原
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
時
間
を
使
お
う
と
努
力
し
た
か
。 

・
そ
の
こ
と
が
よ
く
出
て
い
る
言
葉
は
ど
れ
か
。 

・
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
生
ま
れ
る
の
か
。（
喜
び
） 

〈
区
分
〉
三
区
分
。
「
寿
命
と
時
間
の
使
い
方
の
話
」
区
分
後
中
を
二
区
分
。 

 
 
 
 

残
り
は
、
奇
跡
が
生
ま
れ
る
た
め
に
大
切
に
す
る
こ
と
。 

 

◎ 

山
（
詳
し
く
学
習
す
る
と
こ
ろ
を
決
め
る
。
学
習
計
画
を
立
て
る
） 

 
 

・
奇
跡
が
生
ま
れ
る
た
め
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
考
え
る
。 

 

○ 

余
韻
（
日
野
原
さ
ん
の
生
き
方
を
も
う
少
し
知
り
た
い
な
） 

 

板
書
事
項 

   
 

日
野
原
さ
ん 

一
〇
五
才 

 

君
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と 

 
 
 
 

六
年
生 

   
 

１ 

寿
命 

 
 
 
 
 

 

 
 

２ 

時
間 

 

人
の
た
め
に 

 
 
 

 

 
 

３ 

純
粋 

 

喜
び 

 
 

 
 

４ 

理
由 

 
 
 

 

 
 

５ 

奇
跡 

 

出
会
い 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

＝ 

＝ 

第
二
次
指
導 

１
時
間 

 

二
と
く 

○
お
さ
ら
い 

前
時
の
板
書 

◎
承
接 

 
 

時
間
（
多
様
な
体
験
） 

○
手
引
き 

君
と
の
出
会
い
の
意
味 

 

君
が
生
れ
て
き
て
、
今
こ
こ
に
、
こ

う
し
て
同
じ
と
き
を
生
き
て
い
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
り
、
一
つ
の
奇
跡
の
よ
う
に
す

ば
ら
し
こ
と
な
の
で
す
。
今
、
私
が
君

に
こ
う
し
て
語
り
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
、
君
が
そ
こ
に
い
て
、
私
が

こ
こ
に
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

本
当
に
す
て
き
な
こ
と
な
の
で
す
。 

 

六
と
く 

○
語
義
（
略
）
・
区
分 

二
区
分 

◎
心 

君
と
語
れ
る
奇
跡
と
は 

○
余
韻 

日
野
原
さ
ん
は
、
自
分
を
大

切
に
し
て
、
他
の
人
の
た
め
に
生
き
て

き
た
の
だ
な
あ
。 


